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研究概要 

 

Ⅰ．研究の背景 

我が国では母子保健法によって乳幼児健康診査が実施されていて、１歳６か月児健康診査

および３歳児健康診査のほかに乳児期に行われる３，４か月児健康診査や９，10 か月児

健康診査の実施率も高く、また近年では発達障害の幼児に焦点を当てた５歳児健康診査を

実施する自治体も増えてきている。 

このように乳幼児健康診査は我が国の母子保健事業の中心的な柱の一つであるが、実施に

当たっては、問診の内容や仕方、診察項目と診察法、判定基準、精度管理や担当者の研修

の有無などに大きな地域差が存在するなど、さまざまな課題が指摘されている（乳幼児健

康診査における保健指導と評価の標準的な考え方；平成 27 年度 AMED【成育疾患克服等

総合研究事業】乳幼児期の健康診査を通じた新たな保健指導手法等の開発のための研究

班）。 

本研究ではこうした課題の中で標準的な保健指導と医師の診察手法に関するマニュアルを

作成することを目的として、乳幼児健康診査の問診項目や保健指導スキルなどに関する調

査を実施するとともに、現在わが国で実施されている乳幼児健康診査の自治体が作成して

いるマニュアルや出版されている乳幼児健康診査マニュアルを調査して、標準的なマニュ

アル作成の資料として活用した。身体診察マニュアル作成に際しては、前述の資料を活用

するとともに、日本小児医療保健協議会健康診査委員会に執筆や編集協力を依頼して、小

児科医の視点に加えて整形外科医、眼科医、耳鼻科医、精神科医といった専門診療科の視

点も取り入れて、包括的なマニュアルとなることを目指した。 

 

Ⅱ．研究内容 

 本研究事業は、主として下記の 5 つの内容を含む。 

研究課題 1-1 

乳幼児健診における標準的な問診項目への回答者の状況と背景因子に関する調査 

平成27年度から「健やか親子２１（第２次）」の指標の一部（15項目）が、乳幼児健診

の標準的な問診項目として把握されている。これらの問診項目としての活用状況、特に

導入時に現場から多様な意見が出た質問項目の回答者の状況や背景因子について、抽出

地域での乳幼児健診受診者への質問紙や、事業担当者への聞き取り調査で把握し、標準

的な問診項目の意義を検討する。 

研究課題 1-2 

乳幼児健診における現場担当者の保健指導スキルに関する調査と研修プログラム案の試行 

先行研究により明らかとなった乳幼児健診の保健指導に求められる顕在的および潜在

的健康課題の抽出および継続的支援の技術を具体化するため、現場経験の豊富な保健師

等が用いているスキルや手法を、聞き取り調査等により把握する。あわせて、 乳幼児健
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診に従事する非常勤職員（保健師等）の教育背景や経験等の特徴や研修受講の実態等を

把握するとともに、保健指導に関する研修等に対するニーズ把握を行う。さらに、先行

研究や現場のニーズ、および上記調査の結果をもとに、現場従事者の保健指導スキルを

標準化するための研修プログラム案を作成・試行する。 

研究課題 2-1 

乳幼児健診における医師の診察項目、精度管理、医師研修に関する実態調査 

先行研究により特定地域における医師の診察項目や精度管理の状況が把握されている

が、全国規模での調査はこれまで認められない。標準的な医師診察項目を検討するた

め、サンプリングにより 200 の市町村の乳幼児健診事業で実施している医師の診察項

目、および乳幼児の疾病のスクリーニングとしての問診項目等を収集し、分析する。あ

わせて、疾病スクリーニングについて市町村が集計している項目とその活用方法に関す

る情報を収集する。また、乳幼児健診を担当する医師に対する技術研修の実態について

も調査する。 

研究課題 2-2 

乳幼児健診における標準的な医師の診察に関する検討 

  日本小児医療保健協議会（四者協）健康診査委員会が主催する乳幼児健診講習会での

講演内容を元に、医師診察における手技や診察の留意点などの情報を収集する。また、

先行研究や本調査結果を踏まえ、乳幼児健診における医師の標準的な診察項目や精度管

理について検討し、「身体診察マニュアル（仮称）」にまとめる。 

 

Ⅲ．成果物 

乳幼児健康診査事業 実践ガイド 全 134 頁 カラー印刷用 CD および研修用スライ

ド・動画付き 

乳幼児健康診査 身体診察マニュアル 全 104 頁 カラー印刷用 CD 付 
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Ⅳ．事業担当者・研究協力者 

 

事業担当者 

 小枝達也 国立研究開発法人 国立成育医療研究センター こころの診療部 

 山崎嘉久 あいち小児保健医療総合センター 

 田中恭子 国立研究開発法人 国立成育医療研究センター 児童思春期リエゾン診療科 

 

研究協力者 

 原田直樹  福岡県立大学看護学部ヘルスプロモーション看護学系 

松浦賢長  福岡県立大学看護学部ヘルスプロモーション看護学系 

 草野恵美子 大阪医科大学看護学部公衆衛生看護学領域 

佐藤睦子  大阪府立大学大学院看護学研究科博士後期課程 

樺山 舞  大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 
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乳幼児健康診査事業 実践ガイド 執筆者 

山崎 嘉久   あいち小児保健医療総合センター 

山縣 然太朗  山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座 

佐藤 拓代   大阪府立病院機構大阪母子医療センター 

秋山 千枝子  あきやま子どもクリニック 

小倉 加恵子  森之宮病院神経リハビリテーション研究部 

佐々木 渓円  横浜創英大学こども教育学部幼児教育学科 

朝田 芳信   鶴見大学歯学部小児歯科学講座 

船山 ひろみ  鶴見大学歯学部小児歯科学講座 

田村 光平   東京都多摩小平保健所 

高澤 みどり  千葉県市原市保健センター 

松浦 賢長   福岡県立大学看護学部ヘルスプロモーション看護学系 

原田 直樹   福岡県立大学看護学部ヘルスプロモーション看護学系 

草野 恵美子  大阪医科大学看護学部公衆衛生看護学領域 

佐藤 睦子   大阪府立大学大学院看護学研究科博士後期課程 

樺山 舞    大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 

市川 香織   文京学院大学保健医療技術学部看護学科 

黒田 美保   広島修道大学健康科学部 

石川 みどり  国立保健医療科学院生涯健康研究部 

衞藤 久美   女子栄養大学栄養学部国際協力学研究室 

祓川 摩有   聖徳大学児童学部児童学科 

高橋 希    千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

前野 佐都美  あいち小児保健医療総合センター保健センター 

 

乳幼児健康診査 身体診察マニュアル 執筆者 

秋山千枝子 あきやま子どもクリニック 

朝貝芳美  信濃医療福祉センター整形外科 

河野由美  自治医科大学小児科 

小枝達也  国立成育医療研究センターこころの診療部 

阪下和美  国立成育医療研究センター総合診療部 

立花良之  国立成育医療研究センターこころの診療部 

田中恭子  国立成育医療研究センターこころの診療部 

成田雅美  国立成育医療研究センターアレルギー科 

仁科幸子  国立成育医療研究センター眼科 

平澤恭子  東京女子医科大学小児科 

前川貴伸  国立成育医療研究センター総合診療部 

益田 慎  県立広島病院小児感覚器科 

編集協力  日本小児医療保健協議会健康診査委員会 
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研究課題 1－1 

乳幼児健診における標準的な問診項目への 
回答者の状況と背景因子に関する調査 

 

原田直樹 

福岡県立大学看護学部 

松浦賢長 

福岡県立大学看護学部 

山崎嘉久 

あいち小児保健医療総合センター 保健センター 

 

要旨 

 各市町村で実施される 1 歳 6 カ月健診時に親子関係と社会とのつながりに関する

調査をおこなった。その中で、乳幼児健診における標準的な問診項目のうちの一つで

ある「虐待をしていると思われる」親の行為をとりあげ、これらの状況と属性との関

連性をみることにした。 

 社会とのつながり等については、「地域の活動に積極的に関わっている」という者

は 49.9%、「困ったときに、よく近所の人と助け合っている」という者は 55.8%と、

約半数の家族が地域・近所と積極的な関わりを有していることがうかがえた。一方

で、「他の人との交流が少ない」者は 26.9%、「地元に属しているという感覚はない」

という者は 35.6%であり、約 4 分の 1 を超える者が地域との関わりが希薄になって

いる現状が明らかになり、これらから二極化とも言える状況がうかがえた。 

 虐待をしていると思われる親の行為であるが、「いずれも該当しない」が 66.4%で

あった一方で「感情的な言葉で怒鳴った（19.0%）」「感情的に叩いた（6.0%）」の行

為は 5%を超えていた。これらから、「怒鳴る・叩く」は、現実的に生じている望まし

くはない 2 大行為と言えた。 

 自身の幼少期（小学校入学前）の家族との関係については、「親によく怒鳴られた」

者は 25.9%、「親によくたたかれた」者は 15.4%であった。これらの経験のない者は

約 7~8 割であった。また、「親はしつけのために私をたたくことはなかった」に否定

的な回答をしたもの（たたかれた可能性があると言える）は 38.0%であった。育児に

おける「たたく」行為は決して少なくはないことが明らかとなった。 

 属性と虐待をしていると思われる親の行為であるが、唯一有意な関連がみられた

のは、母親の最終学歴と「乳幼児だけを残して外出した」であった。割合をみると、

学歴中卒のものにこの割合が多いことがわかった。より詳細に検討するためには、子

どもをもうけた時期（母親の年齢）等を加味した分析が必要といえた。 
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【はじめに】 

平成 27年度から「健やか親子 21（第 2次）」

の指標の一部（15 項目）が、乳幼児健診の

標準的な問診項目として把握されている。 

山崎ら（2015）は、この新たな問診項目に

対する考え方として、「健やか親子 21（第 2

次）」における健康の社会的決定要因の考え

方を挙げ、それを、個人と社会とのつながり

や子どもの健康課題の格差の存在に目を向

けた上で、社会に生きる子どもの健やかな

育ちを支援しようという考え方であるし、

このような考え方が乳幼児健診にも取り入

れられることが求められており、従来の乳

幼児健診の考え方に大きな変革が求められ

てきたとしている。その上で、従来の「個か

ら個」に加え、これからは「個から社会へ」

「社会から個へ」、そして「集団と社会」と

いう見方で問診項目を捉える必要があり、

これは地域ごとの比較や経年推移の検討の

上に成り立つものである。そのためには、全

国で共通の問診項目を共有することと、そ

れを個と地域への還元につなげることが求

められているとしている。 

そこで、これらの問診項目としての活用状

況、特に導入時に現場から多様な意見が出

た質問項目の回答者の状況や背景因子につ

いて、抽出地域での乳幼児健診受診者への

質問紙調査等で把握し、標準的な問診項目

の意義を検討する基礎資料とするために調

査を実施することとした。 

 

【目的】 

本調査では、各市町村で実施される 1 歳 6

カ月健診時に親子関係と社会とのつながり

に関する調査をすることにより、虐待に関

する背景因子との関連についての示唆を得

ることを目的とした。 

 

【対象・方法】 

1) 調査対象地区等 

47 都道府県の各都道府県の市町村から無

作為抽出した計 141 市町村に対して調査協

力依頼をした。そのうち調査を承諾した 66

市町村を調査対象地区とした。 

2) 調査対象者等 

抽出した市町村で実施される 1 歳 6 カ月健

診を受診する子どもの保護者を対象とした。

事前に受診見込数を確認し、6,137 名を調査

対象者とした。 

3) 調査方法 

各市町村で実施される 1 歳 6 カ月健診の会

場において、保護者に調査票を配布し、待ち

時間などを利用して記入してもらい、封筒

に封入したものを回収する。調査期間終了

後に回収した全ての封筒をレターパックに

て返送してもらうこととした。 

4) 調査時期 

平成 29 年 11 月 10 日から平成 29 年 12 月

28 日とした。 

5)調査内容 

地域からの孤立の状況、虐待に関連する項

目、保護者の成育歴、経済状況、主観的健康

度など、虐待に関する背景因子との関連に

ついて質問した。 

地域からの孤立の状況を問う「社会とのつ

ながり等について」、及び保護者の成育歴を

問う「あなたの幼少期（小学校入学前）の家

族との関係について」は「そう思う」から

「そう思わない」までの 4 件法(3 問のみ 7

件法)で質問した。 

虐待に関連する項目を問う「この数か月の

間に、ご家庭で以下のことがありましたか」
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は、「しつけのし過ぎがあった」「感情的に叩

いた」「乳幼児だけを残して外出した」「長時

間食事を与えなかった」「感情的な言葉で怒

鳴った」「子どもの口をふさいだ」「子どもを

激しく揺さぶった」「いずれも該当しない」

の 8 項目について複数回答で有無を質問し

た。 

経済状況については、「大変ゆとりがある」

から「大変苦しい」までの 5 件法、主観的

健康度は「良好」から「よくない」までの 5

件法で質問をした。 

さらに個人属性を問うフェイスシートでは、

年齢、性別の他に保護者の最終学歴につい

ても質問した。 

詳細は本稿末の調査票を参考にされたい。 

 

【結果】 

1) 回収状況 

 配布 6,137 人中 2,286 人分を回収した。

回収率は 37.2%であった。ただし、配布数

は市町村からの健診受診見込数であり、実

際の配布数とは乖離がある。 

 

2) 回答者等の属性 

(1) 回答者の年齢 

回答者の年齢は最小値 18 歳、最大値 68 歳

で、平均値は 32.8 歳、標準偏差は 5.268 で

あった。 

(2) 健診受診児の性別 

健診受診児の性別は、2,286 人中、男子が

1,084人で47.4%、女子が1,112人で48.6%、

無回答が 90 人で 3.9%であった。 

(3) 健診受診児との続き柄 

健診受診児との続き柄は、2,286 人中、母親

が 2121 人で 92.8%、父親が 77 人で 3.4%、

その他の保護者が 8 人で 0.3%、無回答が 80

人で 3.5%であった。 

(4) 保護者の最終学歴 

保護者の最終学歴は、まず母親について、

2,286 人中、中卒が 98 人で 4.3%、高卒が

645 人で 28.2%、短大・高専・専門学校卒

が840人で36.7%、大卒が569人で24.9%、

大学院卒が 47 人で 2.1%、無回答が 87 人

で 3.8%であった。 

次いで父親は、2,286 人中、中卒が 119 人

で 5.2%、高卒が 683 人で 29.9%、短大・高

専・専門学校卒が 370 人で 16.2%、大卒が

764人で 33.4%、大学院卒が 134人で 5.9%、

無回答が 216 人で 9.4%であった。 

 

3) 社会とのつながり等について 

 社会とのつながり等についての質問は、

地域からの孤立の状況を問う質問であり、

全 8 問からなっている。 

(1) 「私の近所の人達は，互いに信頼し合っ

ている。」の質問については、「そう思う」

「ややそう思う」「あまりそう思わない」の

3 件から回答を得た。2286 人中、「そう思

う」が 523 人で 22.9%、「ややそう思う」が

1122 人で 49.1%、「あまりそう思わない」

が 605 人で 26.5%、「無回答」が 36 人で

1.6%であった。 

(2) 「私には，地元に属しているという感覚

はない。」の質問については、「とてもそう思

う」から「全くそう思わない」までの 7 件

から回答を得た。2286 人中、「とてもそう

思う」が 213 人で 9.3%、「そう思う」が 240

人で 10.5%、「まあまあそう思う」が 362 人

で 15.8%、「どちらとも言えない」が 610 人

で 26.7%、「あまりそう思わない」が 270 人

で11.8%、「そう思わない」が224人で9.8%、

「全くそう思わない」が 310 人で 13.6%、
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「無回答」が 57 人で 2.5%であった。 

(3) 「私は，地元の人と親しいと感じている。」

の質問については、「とてもそう思う」から

「全くそう思わない」までの 7 件から回答

を得た。2286 人中、「とてもそう思う」が

269 人で 11.8%、「そう思う」が 372 人で

16.3%、「まあまあそう思う」が 426 人で

18.6%、「どちらとも言えない」が 554 人で

24.2%、「あまりそう思わない」が 254 人で

11.1%、「そう思わない」が 209 人で 9.1%、

「全くそう思わない」が 169 人で 7.4%、

「無回答」が 33 人で 1.4%であった。 

(4) 「地元は，居心地が良い。」の質問につ

いては、「とてもそう思う」から「全くそう

思わない」までの 7 件から回答を得た。2286

人中、「とてもそう思う」が 603 人で 26.4%、

「そう思うが」が 467 人で 20.4%、「まあま

あそう思う」が 444 人で 19.4%、「どちらと

も言えない」が 478 人で 20.9%、「あまりそ

う思わない」が 154 人で 6.7%、「そう思わ

ない」が74人で3.2%、「全くそう思わない」

が 43 人で 1.9%、「無回答」が 23 人で 1.0%

であった。 

(5) 「私の家族は、地域の活動（祭り、防災

訓練等）に積極的に関わっている。」の質問

については、「そう思う」から「そう思わな

い」までの4件から回答を得た。2286人中、

「そう思う」が 425 人で 18.6%、「ややそう

思う」が 784 人で 34.3%、「あまりそう思わ

ない」が 713 人で 31.2%、「そう思わない」

が 341 人で 14.9%、「無回答」が 23 人で

1.0%であった。 

(6) 「私の家族は、困った時に、よく近所の

人と助け合っている。」の質問については、

「そう思う」から「そう思わない」までの 4

件から回答を得た。2286 人中、「そう思う」

が 386 人で 16.9%、「ややそう思う」が 890

人で 38.9%、「あまりそう思わない」が 703

人で 30.8%、「そう思わない」が 295 人で

12.9%、「無回答」が 12 人で 0.5%であった。 

(7) 「私の家族は、友達を家に呼んだり友達

の家に遊びに行ったりしている。」の質問に

ついては、「そう思う」から「そう思わない」

までの 4 件から回答を得た。2286 人中、「そ

う思う」が 658 人で 28.8%、「ややそう思

う」が 887 人で 38.8%、「あまりそう思わな

い」が 538 人で 23.5%、「そう思わない」が

185 人で 8.1%、 

「無回答」が 18 人で 0.8%であった。 

(8) 「私の家族は，他の人との交流が少ない。」

の質問については、「そう思う」から「そう

思わない」までの 4 件から回答を得た。2286

人中、「そう思う」が 134 人で 5.9%、「やや

そう思う」が 480 人で 21.0%、「あまりそう

思わない」が 1061 人で 46.4%、「そう思わ

ない」が 598 人で 26.2%、「無回答」が 13

人で 0.6%であった。 

 

4) この数か月の間に、家庭であったこと 

 この数か月の間に、家庭であったことは、

家庭における養育態度に虐待行為がなかっ

たかを問う質問であり、全 8 項目からなる

複数回答形式の質問である。 

 2286 人中、「1．しつけのし過ぎがあった」

が 74 人で 3.2%、「2．感情的に叩いた」が

138 人で 6.0%、「3．乳幼児だけを残して外

出した」が 31 人で 1.4%、「4．長時間食事

を与えなかった」が 1 人で 0.0%、「5．感情

的な言葉で怒鳴った」が 434 人で 19.0%、

「6．子どもの口をふさいだ」が5人で0.2%、

「7．子どもを激しく揺さぶった」が 2 人で

0.1%、「8．いずれも該当しない」が 1518 人
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で 66.4%であった。 

 

5) あなたの幼少期（小学校入学前）の家族

との関係について 

あなたの幼少期（小学校入学前）の家族との

関係については、保護者の成育歴を問う質

問であり、全 13 問からなっている。 

(1) 「親によくたたかれた。」の質問につい

ては、「そう思う」から「そう思わない」ま

での 4 件から回答を得た。2286 人中、「そ

う思う」が 89 人で 3.9%、「ややそう思う」

が 263 人で 11.5%、「あまりそう思わない」

が 600 人で 26.2%、「そう思わない」が 1319

人で 57.7%、「無回答」が 15 人で 0.7%であ

った。 

(2) 「親によく怒鳴られた。」の質問につい

ては、「そう思う」から「そう思わない」ま

での 4 件から回答を得た。2286 人中、「そ

う思う」が 177 人で 7.7%、「ややそう思う」

が 415 人で 18.2%、「あまりそう思わない」

が 865 人で 37.8%、「そう思わない」が 778

人で 34.0%、 

「無回答」が 51 人で 2.2%であった。 

(3) 「親によくひどい言葉で傷つけられた。」

の質問については、「そう思う」から「そう

思わない」までの 4 件から回答を得た。2286

人中、「そう思う」が 78 人で 3.4%、「やや

そう思う」が 200 人で 8.7%、「あまりそう

思わない」が 719 人で 31.5%、「そう思わな

い」が 1230 人で 53.8%、「無回答」が 59 人

で 2.6%であった。 

(4) 「親は，しつけのために私をたたくこと

はなかった。」の質問については、「そう思

う」から「そう思わない」までの 4 件から

回答を得た。2286 人中、「そう思う」が 918

人で 40.2%、「ややそう思う」が 437 人で

19.1%、「あまりそう思わない」が 547 人で

23.9%、「そう思わない」が322人で 14.1%、

「無回答」が 62 人で 2.7%であった。 

(5) 「親は私の意思を大事にしてくれた。」

の質問については、「そう思う」から「そう

思わない」までの 4 件から回答を得た。2286

人中、「そう思う」が 1057 人で 46.2%、「や

やそう思う」が 831 人で 36.4%、「あまりそ

う思わない」が 264 人で 11.5%、「そう思わ

ない」が 67 人で 2.9%、「無回答」が 67 人

で 2.9%であった。 

(6) 「親は私のことを信じてくれた。」の質

問については、「そう思う」から「そう思わ

ない」までの 4 件から回答を得た。2286 人

中、「そう思う」が 1260 人で 55.1%、「やや

そう思う」が 739 人で 32.3%、「あまりそう

思わない」が 189 人で 8.3%、「そう思わな

い」が 40 人で 1.7%、「無回答」が 58 人で

2.5%であった。 

(7) 「困ったときは，親が助けてくれた。」

の質問については、「そう思う」から「そう

思わない」までの 4 件から回答を得た。2286

人中、「そう思う」が 1595 人で 69.8%、「や

やそう思う」が 499 人で 21.8%、「あまりそ

う思わない」が 105 人で 4.6%、「そう思わ

ない」が 32 人で 1.4%、「無回答」が 55 人

で 2.4%であった。 

(8) 「親は，私の気持ちをわかってくれなか

った。」の質問については、「そう思う」から

「そう思わない」までの 4 件から回答を得

た。2286人中、「そう思う」が309人で13.5%、

「ややそう思う」が 492 人で 21.5%、「あま

りそう思わない」が 721 人で 31.5%、「そう

思わない」が 711 人で 31.1%、「無回答」が

53 人で 2.3%であった。 

(9) 「親から過剰に干渉されていた。」の質
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問については、「そう思う」から「そう思わ

ない」までの 4 件から回答を得た。2286 人

中、「そう思う」が 131 人で 5.7%、「ややそ

う思う」が 361 人で 15.8%、「あまりそう思

わない」が 883 人で 38.6%、「そう思わな

い」が 847 人で 37.1%、「無回答」が 64 人

で 2.8%であった。 

(10) 「私の親は、親としての責任をしっか

り果たしていた。」の質問については、「そう

思う」から「そう思わない」までの 4 件か

ら回答を得た。2286 人中、「そう思う」が

1500 人で 65.6%、「ややそう思う」が 572

人で 25.0%、「あまりそう思わない」が 104

人で 4.5%、「そう思わない」が 45人で 2.0%、

「無回答」が 65 人で 2.8%であった。 

(11) 「親が近くにいると緊張した。」の質問

については、「そう思う」から「そう思わな

い」までの4件から回答を得た。2286人中、

「そう思う」が 78 人で 3.4%、「ややそう思

う」が 276 人で 12.1%、「あまりそう思わな

い」が 599 人で 26.2%、「そう思わない」が

1274 人で 55.7%、「無回答」が 59 人で 2.6%

であった。 

(12) 「会話の多い家族だった。」の質問につ

いては、「そう思う」から「そう思わない」

までの 4 件から回答を得た。2286 人中、「そ

う思う」が 1152 人で 50.4%、「ややそう思

う」が 685 人で 30.0%、「あまりそう思わな

い」が 331 人で 14.5%、「そう思わない」が

62 人で 2.7%、「無回答」が 56 人で 2.4%で

あった。 

(13) 「自分の気持ちを親に話せなかった。」

の質問については、「そう思う」から「そう

思わない」までの 4 件から回答を得た。2286

人中、「そう思う」が 160 人で 7.0%、「やや

そう思う」が 574 人で 25.1%、「あまりそう

思わない」が 782 人で 34.2%、「そう思わな

い」が 711 人で 31.1%、「無回答」が 59 人

で 2.6%であった。 

 

6) あなたの暮らし向きや主観的な健康に

ついて 

 あなたの暮らし向きや主観的な健康につ

いては、保護者の経済状況と主観的健康度

を問う質問である。 

(1)「 現在の暮らしの経済状況を総合的にみ

て、どう感じていますか。」の質問について

は、「大変ゆとりがある」から「大変苦しい」

までの 5 件から回答を得た。2286 人中、「大

変ゆとりがある」が 90 人で 3.9%、「ややゆ

とりがある」が 385 人で 16.8%、「普通」が

1201 人で 52.5%、「やや苦しい」が 456 人

で 19.9%、「大変苦しい」が 87 人で 3.8%、

「無回答」が 67 人で 2.9%であった。 

(2)「あなたの最近の心身の調子はいかがで

すか。」の質問については、「良好」から「よ

くない」までの 5 件から回答を得た。2286

人中、「良好」が 597 人で 26.1%、「やや良

好」が 843 人で 36.9%、「どちらともいえな

い」が 602 人で 26.3%、「ややよくない」が

150 人で 6.6%、「良くない」が 26 人で 1.1%、

「無回答」が 68 人で 3.0%であった。 

 

7) フェイスシートとこの数か月の間に家

庭であったこととの関連 

 フェイスシートのうち、子どもの性別、保

護者の続き柄のうち父親と母親、父親と母

親の最終学歴を独立変数とし、この数か月

の間に家庭であったことのうち「感情的に

たたいた」と「感情的な言葉で怒鳴った」の

それぞれを従属変数としてクロス集計を実

施した。なお、父親と母親の最終学歴につい
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ては、この数か月の間に家庭であったこと

のうち「乳幼児だけを残して外出した」も従

属変数としてクロス集計を実施した。 

(1)「性別」と「感情的にたたいた」「感情的

な言葉で怒鳴った」との関連 

 「感情的にたたいた」は、男子が 1084 人

中 60 人で 5.5%、女子が 1112 人中 70 人で

5.9%であり、「感情的な言葉で怒鳴った」に

ついては、男子が 1084 人中 196 人で 18.1%、

女子が 1112 人中 224 人で 20.1%であり、

いずれも男子より女子の割合がやや高かっ

たが、χ二乗検定の結果、統計的に有意な差

はなかった。 

(2)「続き柄」と「感情的にたたいた」「感情

的な言葉で怒鳴った」との関連 

 「感情的にたたいた」は、母親が 2121 人

中 129 人で 6.1%、父親が 77 人中 5 人で

6.5%であり、母親より父親の割合がやや高

かった。また、「感情的な言葉で怒鳴った」

については、母親が 2121 人中 412 人で

19.4%、父親が 77 人中 11 人で 14.3%であ

り、父親より母親の割合が高かった。しか

し、いずれも統計的に有意な差はなかった。 

(3)「父親と母親の最終学歴」と「感情的に

たたいた」「感情的な言葉で怒鳴った」との

関連 

 「感情的にたたいた」は、母親の最終学歴

のうち、中卒が 98 人中 12 人で 12.2%、高

卒が 645 人中 40 人で 6.2%、短大・高専・

専門学校卒が 840 人中 50 人で 6.0%、大卒

が 569 人中 28 人で 4.9%、大学院卒が 47

人中 3 人で 6.4%と、中卒の割合が高いこと

が目立った。また、父親の最終学歴のうち、

中卒が 119 人中 9 人で 7.6%、高卒が 683

人中 40 人で 5.9%、短大・高専・専門学校

卒が 370 人中 21 人で 5.7%、大卒が 764 人

中 50 人で 6.5%、大学院卒が 134 人中 8 人

で 6.0%と、中卒の割合がやや高かったが、

母親、父親ともに統計的に有意な差はなか

った。 

 「感情的な言葉で怒鳴った」については、

母親の最終学歴のうち、中卒が 98 人中 25

人で25.5%、高卒が645人中125人で19.4%、

短大・高専・専門学校卒が 840 人中 158 人

で18.8%、大卒が569人中105人で18.5%、

大学院卒が 47 人中 10 人で 21.3%と、こち

らも中卒の割合が高いことが目立った。ま

た、父親の最終学歴のうち、中卒が 119 人

中 27 人で 22.7%、高卒が 683 人中 120 人

で 17.6%、短大・高専・専門学校卒が 370

人中 73 人で 19.7%、大卒が 764 人中 147

人で 19.2%、大学院卒が 134 人中 32 人で

23.9%と、こちらも中卒の割合がやや高か

ったが、母親、父親ともに統計的に有意な差

はなかった。 

 しかしながら、「乳幼児だけを残して外出

した」については、母親の最終学歴のうち、

中卒が 98 人中 5 人で 5.1%、高卒が 645 人

中 5 人で 0.8%、短大・高専・専門学校卒が

840 人中 8 人で 1.0%、大卒が 569 人中 10

人で 1.8%、大学院卒が 47 人中 0 人で 0.0%

と、全体的に度数は少ないが、χ二乗検定の

結果、中卒が有意に多いことが分かった。 

 

【考察】 

1) 社会とのつながり等について 

 「地域の活動に積極的に関わっている」と

いう者は 49.9%、「困ったときに、よく近所

の人と助け合っている」という者は 55.8%

と、約半数の家族が地域・近所と積極的な関

わりを有していることがうかがえた。一方

で、「他の人との交流が少ない」者は 26.9%、
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「地元に属しているという感覚はない」と

いう者は 35.6%であり、約 4 分の 1 を超え

る者が地域との関わりが希薄になっている

現状が明らかになった。二極化とも言える

状況である。 

2) この数か月の間に、家庭であったこと 

 適切とはいえない養育態度を問うた問

10 であるが、「いずれも該当しない」が

66.4%と最も多かった。一方で「感情的な言

葉で怒鳴った（19.0%）」「感情的に叩いた

（6.0%）」の行為は 5%を超えていた。これ

らから、「怒鳴る・叩く」は、現実的に生じ

ている望ましくはない 2 大行為と言えた。 

3) あなたの幼少期（小学校入学前）の家族

との関係について 

 「親によく怒鳴られた」者は 25.9%、「親

によくたたかれた」者は 15.4%であった。

これらの経験のない者は約 7~8 割であった。 

 また、「親はしつけのために私をたたくこ

とはなかった」に否定的な回答をしたもの

（たたかれた可能性があると言える）は

38.0%であった。育児における「たたく」行

為は決して少なくはないことが明らかとな

った。 

4) 属性とこの数ヶ月の間に家庭であった

こととの関連 

 今回のクロス集計において、唯一有意な

関連がみられたのは、母親の最終学歴と「乳

幼児だけを残して外出した」であった。割合

をみると、学歴中卒のものにこの割合が多

いことがわかった。より詳細に検討するた

めには、子どもをもうけた時期（母親の年

齢）等を加味した分析が必要となる。 
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１（第２次）」の達成に向けて～．平成 26 年

度厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克

服等次世代育成基盤研究事業）乳幼児健康

診査の実施と評価ならびに多職種連携によ

る母子保健指導のあり方に関する研究班，

2015． 
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集計表 
 
【社会とのつながり等について】 

１．私の近所の人達は，互いに信頼し合っている。 

  度数 割合(%) 

そう思う 523 22.9

ややそう思う 1122 49.1

あまりそう思わない 605 26.5

無回答 36 1.6

合計 2286 100.0

 

２．私には，地元に属しているという感覚はない。 

  度数 割合(%) 

とてもそう思う 213 9.3

そう思う 240 10.5

まあまあそう思う 362 15.8

どちらとも言えない 610 26.7

あまりそう思わない 270 11.8

そう思わない 224 9.8

全くそう思わない 310 13.6

無回答 57 2.5

合計 2286 100.0

 
３．私は，地元の人と親しいと感じている。 

  度数 割合(%) 

とてもそう思う 269 11.8

そう思う 372 16.3

まあまあそう思う 426 18.6

どちらとも言えない 554 24.2

あまりそう思わない 254 11.1

そう思わない 209 9.1

全くそう思わない 169 7.4

無回答 33 1.4

合計 2286 100.0
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４．地元は，居心地が良い。 

  度数 割合(%) 

とてもそう思う 603 26.4

そう思う 467 20.4

まあまあそう思う 444 19.4

どちらとも言えない 478 20.9

あまりそう思わない 154 6.7

そう思わない 74 3.2

全くそう思わない 43 1.9

無回答 23 1.0

合計 2286 100.0

 
５．私の家族は、地域の活動（祭り、防災訓練等）に積極的に関わっている。 

  度数 割合(%) 

そう思う 425 18.6

ややそう思う 784 34.3

あまりそう思わない 713 31.2

そう思わない 341 14.9

無回答 23 1.0

合計 2286 100.0

 
６．私の家族は、困った時に、よく近所の人と助け合っている。 
  度数 割合(%) 

そう思う 386 16.9

ややそう思う 890 38.9

あまりそう思わない 703 30.8

そう思わない 295 12.9

無回答 12 0.5

合計 2286 100.0

 
７．私の家族は、友達を家に呼んだり友達の家に遊びに行ったりしている。 

  度数 割合(%) 

そう思う 658 28.8

ややそう思う 887 38.8

あまりそう思わない 538 23.5

そう思わない 185 8.1

無回答 18 0.8

合計 2286 100.0
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８．私の家族は，他の人との交流が少ない。 

  度数 割合(%) 

そう思う 134 5.9

ややそう思う 480 21.0

あまりそう思わない 1061 46.4

そう思わない 598 26.2

無回答 13 0.6

合計 2286 100.0

 

【この数か月の間に、家庭であったこと】 
10．この数か月の間に、家庭であったこと(複数回答) n=2286 

 度数 割合(%) 

１．しつけのし過ぎがあった 74 3.2 

２．感情的に叩いた 138 6.0 

３．乳幼児だけを残して外出した 31 1.4 

４．長時間食事を与えなかった 1 0.0 

５．感情的な言葉で怒鳴った 434 19.0 

６．子どもの口をふさいだ 5 0.2 

７．子どもを激しく揺さぶった 2 0.1 

８．いずれも該当しない 1518 66.4 

 
 
【あなたの幼少期（小学校入学前）の家族との関係について】 

９．親によくたたかれた。 
  度数 割合(%) 

そう思う 89 3.9

ややそう思う 263 11.5

あまりそう思わない 600 26.2

そう思わない 1319 57.7

無回答 15 0.7

合計 2286 100.0

 
11．親によく怒鳴られた。 
  度数 割合(%) 

そう思う 177 7.7

ややそう思う 415 18.2

あまりそう思わない 865 37.8

そう思わない 778 34.0

無回答 51 2.2

合計 2286 100.0
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12．親によくひどい言葉で傷つけられた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 78 3.4

ややそう思う 200 8.7

あまりそう思わない 719 31.5

そう思わない 1230 53.8

無回答 59 2.6

合計 2286 100.0

 

13．親は，しつけのために私をたたくことはなかった。 

  度数 割合(%) 

そう思う 918 40.2

ややそう思う 437 19.1

あまりそう思わない 547 23.9

そう思わない 322 14.1

無回答 62 2.7

合計 2286 100.0

 

14．親は私の意思を大事にしてくれた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 1057 46.2

ややそう思う 831 36.4

あまりそう思わない 264 11.5

そう思わない 67 2.9

無回答 67 2.9

合計 2286 100.0

 
15．親は私のことを信じてくれた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 1260 55.1

ややそう思う 739 32.3

あまりそう思わない 189 8.3

そう思わない 40 1.7

無回答 58 2.5

合計 2286 100.0
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16．困ったときは，親が助けてくれた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 1595 69.8

ややそう思う 499 21.8

あまりそう思わない 105 4.6

そう思わない 32 1.4

無回答 55 2.4

合計 2286 100.0

 
17．親は，私の気持ちをわかってくれなかった。 

  度数 割合(%) 

そう思う 309 13.5

ややそう思う 492 21.5

あまりそう思わない 721 31.5

そう思わない 711 31.1

無回答 53 2.3

合計 2286 100.0

 
18．親から過剰に干渉されていた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 131 5.7

ややそう思う 361 15.8

あまりそう思わない 883 38.6

そう思わない 847 37.1

無回答 64 2.8

合計 2286 100.0

 
19．私の親は、親としての責任をしっかり果たしていた。 

  度数 割合(%) 

そう思う 1500 65.6

ややそう思う 572 25.0

あまりそう思わない 104 4.5

そう思わない 45 2.0

無回答 65 2.8

合計 2286 100.0
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20．親が近くにいると緊張した。 

  度数 割合(%) 

そう思う 78 3.4

ややそう思う 276 12.1

あまりそう思わない 599 26.2

そう思わない 1274 55.7

無回答 59 2.6

合計 2286 100.0

 
21．会話の多い家族だった。 

  度数 割合(%) 

そう思う 1152 50.4

ややそう思う 685 30.0

あまりそう思わない 331 14.5

そう思わない 62 2.7

無回答 56 2.4

合計 2286 100.0

 
22．自分の気持ちを親に話せなかった。 
  度数 割合(%) 

そう思う 160 7.0

ややそう思う 574 25.1

あまりそう思わない 782 34.2

そう思わない 711 31.1

無回答 59 2.6

合計 2286 100.0

 
 
【あなたの暮らし向きや主観的な健康について】 

23．現在の暮らしの経済状況を総合的にみて、どう感じていますか。 

  度数 割合(%)

大変ゆとりがある 90 3.9

ややゆとりがある 385 16.8

普通 1201 52.5

やや苦しい 456 19.9

大変苦しい 87 3.8

無回答 67 2.9

合計 2286 100.0

 

  

－ 18 －



24．あなたの最近の心身の調子はいかがですか。 

  度数 割合(%) 

良好 597 26.1

やや良好 843 36.9

どちらともいえない 602 26.3

ややよくない 150 6.6

良くない 26 1.1

無回答 68 3.0

合計 2286 100.0

 
 
【あなたとあなたのお子さん（この健診に来られている）について】 
あなたの年齢 

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 

2209 18 68 32.78 5.268 

 

お子さんの性別 

  度数 割合(%) 

男子 1084 47.4

女子 1112 48.6

無回答 90 3.9

合計 2286 100.0

 
あなたとお子さんの関係 

  度数 割合(%) 

母親 2121 92.8

父親 77 3.4

その他の保護者 8 0.3

無回答 80 3.5

合計 2286 100.0

 
母親の最終学歴 

  度数 割合(%) 

中卒 98 4.3

高卒 645 28.2

短大・高専・専門学校卒 840 36.7

大卒 569 24.9

大学院卒 47 2.1

無回答 87 3.8

合計 2286 100.0
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父親の最終学歴 

  度数 割合(%) 

中卒 119 5.2

高卒 683 29.9

短大・高専・専門学校卒 370 16.2

大卒 764 33.4

大学院卒 134 5.9

無回答 216 9.4

合計 2286 100.0

 
 

【フェイスシートとこの数か月の間に家庭であったこととの関連】 

「性別」と「感情的にたたいた」とのクロス 

  ２．感情的に叩いた 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

男子 1024 94.5% 60 5.5% 1084 100.0%

女子 1042 93.7% 70 6.3% 1112 100.0%

合計 2066 94.1% 130 5.9% 2196 100.0%

χ2=0.569 P=0.451 
 
「性別」と「感情的な言葉で怒鳴った」とのクロス 

  ５．感情的な言葉で怒鳴った 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

男子 888 81.9% 196 18.1% 1084 100.0%

女子 888 79.9% 224 20.1% 1112 100.0%

合計 1776 80.9% 420 19.1% 2196 100.0%

χ2=1.51 P=0.219 
 
「続き柄」と「感情的にたたいた」とのクロス 

  ２．感情的に叩いた 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

母親 1992 93.9% 129 6.1% 2121 100.0%

父親 72 93.5% 5 6.5% 77 100.0%

合計 2064 93.9% 134 6.1% 2198 100.0%

χ2=0.02 P=0.882 
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「続き柄」と「感情的な言葉で怒鳴った」とのクロス 

  ５．感情的な言葉で怒鳴った 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

母親 1709 80.6% 412 19.4% 2121 100.0%

父親 66 85.7% 11 14.3% 77 100.0%

合計 1775 80.8% 423 19.2% 2198 100.0%

χ2=1.26 P=0.261 
 
「母親の最終学歴」と「感情的にたたいた」とのクロス 

  ２．感情的に叩いた 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 
割合

(%)

中卒 86 87.8% 12 12.2% 98 100.0%

高卒 605 93.8% 40 6.2% 645 100.0%

短大・高専・専門学校卒 790 94.0% 50 6.0% 840 100.0%

大卒 541 95.1% 28 4.9% 569 100.0%

大学院卒 44 93.6% 3 6.4% 47 100.0%

合計 2066 94.0% 133 6.0% 2199 100.0%

χ2=7.944 P=0.094 
 
「父親の最終学歴」と「感情的にたたいた」とのクロス 

  ２．感情的に叩いた 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

中卒 110 92.4% 9 7.6% 119 100.0%

高卒 643 94.1% 40 5.9% 683 100.0%

短大・高専・専門学校卒 349 94.3% 21 5.7% 370 100.0%

大卒 714 93.5% 50 6.5% 764 100.0%

大学院卒 126 94.0% 8 6.0% 134 100.0%

合計 1942 93.8% 128 6.2% 2070 100.0%

χ2=0.863 P=0.930 
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「母親の最終学歴」と「感情的な言葉で怒鳴った」とのクロス 

  ５．感情的な言葉で怒鳴った 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

中卒 73 74.5% 25 25.5% 98 100.0%

高卒 520 80.6% 125 19.4% 645 100.0%

短大・高専・専門学校卒 682 81.2% 158 18.8% 840 100.0%

大卒 464 81.5% 105 18.5% 569 100.0%

大学院卒 37 78.7% 10 21.3% 47 100.0%

合計 1776 80.8% 423 19.2% 2199 100.0%

χ2=2.94 P=0.568 
 
「父親の最終学歴」と「感情的な言葉で怒鳴った」とのクロス 

  ５．感情的な言葉で怒鳴った 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

中卒 92 77.3% 27 22.7% 119 100.0%

高卒 563 82.4% 120 17.6% 683 100.0%

短大・高専・専門学校卒 297 80.3% 73 19.7% 370 100.0%

大卒 617 80.8% 147 19.2% 764 100.0%

大学院卒 102 76.1% 32 23.9% 134 100.0%

合計 1671 80.7% 399 19.3% 2070 100.0%

χ2=4.045 P=0.400 
 
「母親の最終学歴」と「乳幼児だけを残して外出した」とのクロス 

  ３．乳幼児だけを残して外出した 
合計 

  なし あり 

  度数 割合(%) 度数 割合(%) 度数 割合(%)

中卒 93 94.9% 5 5.1% 98 100.0%

高卒 640 99.2% 5 0.8% 645 100.0%

短大・高専・専門学校卒 832 99.0% 8 1.0% 840 100.0%

大卒 559 98.2% 10 1.8% 569 100.0%

大学院卒 47 100.0% 0 0.0% 47 100.0%

合計 2171 98.7% 28 1.3% 2199 100.0%

χ2=15.056 P=0.005 / Fisher's exact test=0.021 
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質問紙 
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研究課題 1-2 

乳幼児健診における現場担当者の保健指導スキルに関する調査と 
研修プログラム案の試行 

 
小枝達也 

国立研究開発法人国立成育医療研究センター こころの診療部 

山崎嘉久 

あいち小児保健医療総合センター 保健センター 

草野恵美子 

大阪医科大学看護学部 

佐藤睦子 

大阪府立大学大学院看護学研究科博士後期課程 

樺山 舞 

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 

 

要旨 

 全国どの自治体で受診しても一定水準以上の支援が行き届くための乳幼児健診におけ

る保健指導スキルの標準化に向けて、2 つの調査を実施するとともに、調査結果等から研

修プログラム案を作成し試行した。調査 1 では非常勤保健師の研修実態やニーズを把握

し、非常勤従事者も含めたスキルアップ研修プログラム案作成の際の資料とした。調査 2

では熟練保健師へのインタビュー調査を実施し、その結果を熟練保健師が駆使している

技術として研修で紹介するとともに、ロールプレイ演習の際に活用した。 

これまで詳細な実態が示されていなかった非常勤従事者の研修ニーズ等を把握でき、

また、定型化が難しい保健指導技術の可視化を試みるとともに、乳幼児健診における保健

指導のスキルアップ研修プログラム案の提示につなげることができたと考えられる。 

 

はじめに 

 乳幼児健康診査（以下、乳幼児健診）にお

ける保健指導の目的は、親子の顕在的およ

び潜在的健康課題を明確化し、その健康課

題の解決に向けて親子が主体的に取り組む

ことができるよう支援することである（標

準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関

する手引き、2015）。保健師が行う保健指導

の中でも乳幼児健診では特に、短時間のう

ちに、顕在的のみならず潜在的な健康課題

を明確にし、総合的判断をしてその後の継

続的支援に結びつけるために、より高度な

技術が必要とされるという特徴がある。 

 乳幼児健診は全ての親子と接することが

できる貴重な母子保健事業の 1 つであるが、

昨今、健康課題が複雑多様化する中で信頼

関係を構築し、必要な支援につなげること

が難しくなってきている。加えて新任期や

パート雇用者が多く参加する事業であるが、

たとえ新任期であろうともある一定水準以
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上の保健指導を提供する必要があり、特に

新任期・パート雇用者への研修が重要と考

えられる。実践的および継続的な研修は不

可欠ではあるが、研修実態や研修ニーズを

明確にし、また、熟練の技を可視化すること

で、経験が少ない健診従事者の理解を促進

し、効果的に研修を進めるための一助とな

ると考えられる。 

 そこで、乳幼児健診における保健指導ス

キルの標準化に向けて、本研究課題では 2

つの調査を実施し、非常勤保健師の研修実

態やニーズを把握するとともに、熟練保健

師の保健指導技術の可視化を目指した。さ

らに、その調査結果や先行研究等を踏まえ

て現場担当者に協力を仰ぎながら研修プロ

グラム案を作成して試行したので報告する。 

本報告の構成は次の通りである。 

Ⅰ．調査１：乳幼児健康診査に従事する非常

勤保健師の実態および研修ニーズに関す

る調査 

Ⅱ．調査 2：乳幼児健康診査での熟練保健師

の保健指導技術に関する調査 

Ⅲ．研修プログラム案の作成と試行 

 

Ⅰ．調査１：乳幼児健康診査に従事する非

常勤保健師の実態および研修ニーズに関す

る調査 

1. 目的 

乳幼児健診には自治体によっては非常勤

保健師も多く従事し、重要な役割を担って

いる。本乳幼児健康診査に従事する非常勤

保健師の実態及び研修へのニーズを把握し、

非常勤保健師も含めた研修プログラム案を

検討するための基礎資料とすることを目的

とした。 

 

2. 対象および方法 

 2017 年 12 月に乳幼児健診に従事する非

常勤保健師を対象とした調査を実施した。

本調査において非常勤保健師とは、「正職員

以外の保健師」を指す。全国市区町村（政令

指定都市は各区）の乳幼児健診担当保健師

に、研修ニーズが高いと考えられる従事年

数 3 年未満の非常勤保健師 1 名（3 年未満

の保健師がいない又は複数いる場合は最も

従事年数が短い 1 名）への調査票配布を郵

送にて依頼した。倫理的配慮として、調査票

は無記名とし、文書による説明を行い、調査

票の返送をもって同意とすることとした。

また調査票の配布を依頼した乳幼児健診担

当保健師には調査への協力の有無がわから

ないようにするために、調査票は返信用封

筒で直接、調査実施者に返送することとし

た。全国市区町村（政令指定都市は各区）

1,897 自治体に発送し、そのうち非常勤保健

師がいない等の理由で該当者なしとの連絡

があった 36 自治体を除く 1,861 自治体の

うち、575 人から回答を得た（回収率

30.9％）。 

 

3. 結果 

1） 回答者の背景 

回答者の勤務地を図１に示す。また回答

者が勤務している自治体の人口（区の場合

は区の人口）は 5 万～20 万人が 35.5％と最

も多かった（図 2）。自治体の種類は保健所

設置市以外の市が 44.0％と最も多く、次い

で町が 28.5％であった（図 3）。 

 回答者の平均年齢（±SD）は 39.1（±11.7）

歳であった。また保健師経験年数の平均（±

SD）は 10.1（±11.5）年であり、乳幼児経

験年数の平均（±SD）は 7.8（±9.3）年で
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あった。回答者のその他の基本情報を表 1

に示す。保健師免許取得教育機関は 53.2％

が大学であり、11.8％は助産師の免許も保

有していた。また地区担当をしている者は

41.0％であり、乳幼児健診以外にも育児相

談・育児教室（67.5％）をはじめとする各種

母子保健事業に従事する回答者や母子保健

分野以外にも従事している回答者もいた。

乳幼児健診に従事している頻度は週に 1 階

が 22.1％で最も多く、乳幼児健診での担当

内容は問診が 90.6％と最も多く、次いで個

別の保健指導 77.4％であった。事務作業も

36.2％の回答者が担当していた。 

 

2） 健診前のフォローケースの情報共有や

カンファレンス、マニュアル配布状況 

健診前のフォローケースの情報共有につ

いては、「紙で共有」が 62.4％、「カンファ

レンスで共有」が 55.7％であった（表 2）。

一方、「事前共有なし」も 6.8％いた。 

健診後のカンファレンスへは 91.7％が参

加しており、カンファレンスへの参加によ

り自分自身に役立つ点としては、「フォロー

判断に関するスキルアップ」84.5％が最も

多くなっていた（表 3）。 

乳幼児健診に関するマニュアルは 63.5％

の回答者の自治体で配布されていたが、

13.6％が配布されておらず、15.3％がマニ

ュアルがないと回答していた（表 4）。 

 

3） 乳幼児健診従事への自信と従事する際

の相談体制 

 乳幼児健診に従事するにあたってどの程

度自信があるか尋ねたところ、「あまり自信

がない」「かなり自信がない」を合わせると

54.5％が自信がないと答えていた（表 5）。

乳幼児健診に従事する際の相談体制は

82.8％があると答えていたが、11.1％は特

にないと回答していた。 

 

4） 乳幼児健診に従事する中で感じる困難 

 乳幼児健診に従事する中で感じる困難に

ついて図４に示す。「かなり困難を感じる」

「少し困難を感じる」を合わせて困難を感

じている割合が 50％以上であった項目は、

「3）問診での潜在的な健康課題やニーズの

把握」（68.9％）、「5）個別の保健指導」

（58.9％）、「7）対象者との信頼関係づくり」

（50.9％）、「8）拒否的傾向にある対象者へ

の対応」（85.3％）、「10）精神的発達（心理

発達）に関するアセスメント」（77.6％）、「11）

フォローアップの必要性に関する判断」

（69.3％）、「13）地域の社会資源に関する

情報提供」（52.5％）、「15）苦情への対応」

（70.0％）であった。 

 

5） 乳幼児健診に従事する中で感じるやり

がい 

 乳幼児健診に従事する中で感じるやりが

いについて、図 5 に示す。「1）元気な子ど

もと接した時」や「2）保護者等の満足感が

感じられた時」、「3）保護者等の不安の解消

に役立ったと感じる時」、「4）保護者等の笑

顔がみられた時」などが多くなっていた。 

 

6） 研修受講状況 

 乳幼児健診に関する研修の受講状況につ

いて表 6、7 に示す。受講経験がない回答者

は 49.0％であった。また、受講経験がある

者のうち、受講頻度は「1 年に 1 回以上」が

62.6％と最も多く、受講した研修の主催団

体は「都道府県」が 53.6％と最も多かった。 
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7） 研修ニーズ（図 6） 

 受講してみたい研修内容については、「と

ても受けたい」の割合が最も多かったもの

は精神（心理）発達に関すること（75.5％）

であった。次いで身体面の発育発達に関す

ること（59.5％）、個別保健指導（50.3％）

となっていた。 

 

8） 乳幼児健診と「健やか親子２１（第２次）」

（表 8） 

 「健やか親子２１（第２次）」を勉強する

機会については、「あまりない」45.0％「ほ

とんどない」29.9％となっており、また、「健

やか親子２１（第２次）」における乳幼児健

診の位置づけについて考える機会も「あま

りない」47.5％「ほとんどない」27.8 とな

っており、約 7 割の回答者が「健やか親子

２１（第２次）」や乳幼児健診との関連につ

いて考える機会をあまりもっていなかった。 

 

4. 考察 

 非常勤保健師に関する先行研究について

は、専門職務遂行能力に関する研究（佐伯

ら、2014：会議録）はあるものの、乳幼児

健診に特化した研究はほとんど見当たらな

い。今回、従事年数が少ない保健師を対象と

したことや回収率が約 3 割であったこと等

から、全ての非常勤保健師の実態を明らか

にするには限界があったが、非常勤保健師

の実態やニーズについてある程度把握でき

たと考えられる。 

 今回の回答者は、平均すると比較的経験

年数も長く、乳幼児健診以外にも各種母子

保健事業にも従事している者もあり、場合

によっては新任期より様々な経験をしてい

ることがうかがえた。そのような経験を積

んでいるものの、乳幼児健診従事への自信

については、54.5％が「あまり自信がない」

「かなり自信がない」と答えており、11.1％

が相談体制がないとしていた。また 49.0％

が研修受講経験がないと答えていた。さら

に詳細な把握が必要ではあり、自治体の状

況は多様で一概には言えないが、非常勤保

健師の場合、短期間雇用の場合もあるため、

長期的および系統的な研修や指導体制を組

むことが難しく、様々な経験を統合してス

キルアップにつなげる機会を得ることが難

しい状況が考えられた。 

 乳幼児健診に従事する中で感じる困難感

が高かった項目の１つに「個別の保健指導」

があり、これは研修ニーズが高い項目でも

あった。また、約 9 割が問診に従事してい

たが、「問診での潜在的な健康課題やニーズ

の把握」について約 7 割が困難を感じてい

た。さらに「対象者との信頼関係づくり」や

「拒否的傾向にある対象者への対応」、「精

神的発達に関するアセスメント」「、フォロ

ーアップの必要性の判断」に困難を感じる

者も多く、問診や結果説明を含めた個別性

の高い保健指導スキル向上のニーズが高い

ことが考えられた。 

 また、「地域の社会資源に関する情報提供」

に困難感を感じる者も多く、地区担当をし

ない非常勤保健師も多くいることから、な

んらかの工夫が必要であることが考えられ

た。 

 乳幼児健診は連続性のある母子保健指導

の一時点であり、連動性のある母子保健事

業の一事業である。その母子保健の目指す

ところの１つに「健やか親子２１（第２次）」

があり、乳幼児健診はその達成を目指すた
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めにも重要な事業である。しかしながら「健

やか親子２１（第２次）」についての学習機

会や乳幼児健診の位置づけを考える機会が

ない者が多く、研修プログラムを検討する

際にはその点の考慮も必要と考えられた。 

今後の課題として、保健指導スキルの標

準化を目指すにあたっては地域特性を加味

することは重要であり、今回、全ての市区町

村を対象とし、全国各地から協力が得られ

たため、地域別の分析等も必要であると考

えられる。その他、回答者の背景からみた困

難感や研修ニーズの分析など、さらに詳細

な分析が必要と考えられた。 

 

 
図 1 回答者の勤務地 

 

図 2 回答者が勤務している自治体の人口 

 
図 3 回答者が勤務している自治体の種類 
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表1　回答者の基本的情報
人（％）、N=575

性別 男 6（1.0）
女 565（98.3）
無回答 4（0.7）

保健師免許取得教育機関 大学院 2（0.3）
大学 306（53.2）
短大専攻科 57（9.9）

専門学校 199（34.6）
その他 3（0.5）
無回答 8（1.4）

助産師の免許取得の有無 助産師の免許を取得している 68（11.8)

地区担当の有無 担当地区をもっている 236（41.0）

乳幼児健診以外に従事している母子保健事業 育児相談・育児教室 388（67.5）
（複数回答） 妊婦教室等 172（29.9）

離乳食教室 136（23.7）
母乳相談 123（21.4）
二次健診 109（19.0）
電話相談 326（56.7）
家庭訪問 406（70.6）
その他 131（22.8）
従事していない 53（9.2）

母子保健事業以外に従事している保健分野 成人保健分野 327（56.9）
（複数回答） 高齢者保健・福祉分野（介護予防）含む 134（23.3）

難病分野 37（6.4）
精神保健分野 97（16.9）
障害者福祉分野（精神以外） 35（6.1）
その他 71（12.3）
母子保健事業以外は従事していない 170（29.6）

乳幼児健診に従事している頻度 1ヶ月に１回以下 112（19.5）
（他の市区町村での従事も含む） １ヶ月に２回 114（19.8）

１ヶ月に３回 121（21.0）
週に１回 127（22.1）
週に２回以上 88（15.3）
無回答 13（2.3）

乳幼児健診での担当内容 問診 521（90.6）
（複数回答） 集団での健康教育 84（14.6）

計測 194（33.7）
診察介助 148（25.7）
結果説明 323（56.2）
個別の保健指導 445（77.4）
事務作業 208（36.2）
受付 124（21.6）
その他 43（7.5）
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表2　健診前のフォローケースの共有（複数回答）
人（％）、N=575

カンファレンスで共有 320（55.7）
紙で共有 359（62.4）
事前共有なし 39（6.8）

その他 31（5.4）

無回答 9（1.6）

表3　健診後のカンファレンスに関すること

人（％）、N=575
健診後のカンファレンスへの参加 参加している 527（91.7）

参加していない（フォローケース申し送りは個別） 27（4.7）
参加していない（フォローケース申し送りない） 5（0.9）
カンファレンスがない 6（1.0）
その他 3（0.5）
無回答 7（1.2）

健診後のカンファレンスに参加することで フォロー判断に関するスキルアップ 486（84.5）
自分自身に役立つ点 発育発達のアセスメントに関するスキルアップ 462（80.3）
（複数回答） 地域の療育機関や子育て支援機関に関する情報収集 335（58.3）

多職種の視点が参考になる 422（73.4）
その他 20（3.5）
特になし 5（0.9）

表4　勤務している自治体における乳幼児健診に関するマニュアル配布の有無
人（％）、N=575

配布あり 365（63.5）
配布なし 78（13.6）
マニュアルなし 88（15.3）
その他 29（5.0）
無回答 15（2.6）

表5　乳幼児健診従事への自信、従事する際の相談体制
人（％）、N=575

乳幼児健診従事への自信 とても自信がある 4（0.7）
ある程度自信がある 247（43.0）
あまり自信がない 289（50.3）
かなり自信がない 24（4.2）
無回答 11（1.9）

乳幼児健診に従事する際の相談体制の有無 あり 476（82.8）
特になし 64（11.1）
その他 27（4.7）
無回答 8（1.4）
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図 4 乳幼児健診に従事する中で感じる困難の程度 

 

 

図 5 乳幼児健診に従事する中で感じるやりがい 
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図 6 乳幼児健診に関する研修ニーズ 

表6　乳幼児健診に関する研修の受講経験の有無

受講経験がある 289（50.3）
受講経験がない 282（49.0）
無回答 4（0.7）

人（％）、N=575

表7　乳幼児健診に関して受講した研修について（受講経験ありの場合のみ回答）
人（％）、N=289

受講頻度 1年に1回以上 180（62.3）

2～3年に1回程度 59（20.4）
2～3年に1回未満 49（17.0）
無回答 1（0.3）

受講した研修の主催団体 勤務先 118（40.8）
（複数回答） 都道府県 155（53.6）

看護協会 25（8.7）
日本家族計画協会 27（9.3）
小児保健協会 26（9.0）
学術団体 23（8.0）
その他 38（13.1）

受講した研修の情報入手方法 勤務先 272（94.1）
（複数回答） 自分で 26（9.0）

その他 7（2.4）
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Ⅱ．調査 2：乳幼児健康診査での熟練保健

師の保健指導技術に関する調査 

1. 目的 

熟練の保健師が用いている技術を収集す

ることにより、顕在的および潜在的健康課

題の抽出および継続的支援に必要とされる

保健指導技術を収集し、新任期や非常勤保

健師の研修等に活かせる基礎資料を得るこ

とを目的とした。 

 

2. 対象および方法 

 対象を保健師経験 25 年以上または母子

保健分野の業務への従事経験 10 年以上の

市区町村保健師とし、便宜的サンプリング

とスノーボールサンプリングの併用により

4 自治体の保健師を抽出した。候補となっ

た保健師が所属する所属長に研究協力を依

頼し承諾を得た後に、研究者と候補者が直

接連絡をとって文書および口頭にて説明を

し、承諾が得られた場合、インタビュー日等

を調整した。インタビュー日にはさらに直

接、口頭および文書にて研究の趣旨を説明

し、同意書による最終的な同意を得た。イン

タビューは 1 時間半程度とし、インタビュ

ー実施場所は研究参加者が希望する場所で

プライバシーができる個室を確保して実施

した。倫理的配慮として、上記の手続きを踏

むとともに、インタビュー後も協力撤回が

できることなどを合わせて説明した。 

インタビューの主な内容は、保健師経験

年数、母子保健分野での経験年数、勤務先の

種類（区・指定都市・中核市・それ以外の市・

町・村）、乳幼児健診における保健指導に必

要と思われる技術（短時間での信頼関係構

築、顕在的および潜在的健康課題の抽出、継

続的支援、アセスメント技術、新任期の保健

師へ教授している技術）であった。同意が得

た上でインタビュー内容を録音して逐語録

を作成し、内容毎に整理した。 

 

3. 結果 

 協力が得られた保健師 4 名であり、所属

自治体の種類は政令指定都市・特別区 2 名、

市 2 名、保健師経験年数は 14 年～35 年、

母子保健従事年数は 11年～35年であった。 

 主な結果を表 9 に示す。なお、結果を整

理する際には、将来的に、研修資料として使

用できることを意識して行い、またイメー

ジしやすいように具体例をインタビュー内

容から抽出して添えることとした。 

表8　乳幼児健診と「健やか親子２１（第２次）」について
人（％）、N=575

「健やか親子２１（第２次）」を勉強する機会 よくある 7（1.2）
ときどきある 129（22.4）
あまりない 259（45.0）
ほとんどない 172（29.9）
無回答 8（1.4）

「健やか親子２１（第２次）」における よくある 9（1.6）
乳幼児健診の位置づけについて考える機会 ときどきある 126（21.9）

あまりない 273（47.5）
ほとんどない 160（27.8）
無回答 7（1.2）
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 表 9 以外に記載した内容以外にも、ベテ

ランの心構えとして、「『来てよかったな』思

える健診はどんな健診か、常に意識して考

える」などが挙げられていた。また、乳幼児

健診を通じた人材育成のコツ・後輩へのア

ドバイスとして、「カンファレンスの場を活

かす」「対象者から学ばせてもらう姿勢が大

事」「たくさんの親子に会うことに尽きる」

などが挙げられた。 

 

4. 考察 

 乳幼児健診の標準化に向けて、例えばマ

ニュアル等で最低限クリアすべき内容を提

示することは効果的な方策の１つとして挙

げられる。ただし、対象者の背景や課題が複

雑多様化する中で、特に個別の保健指導を

マニュアル等で定型化することは難しい。

基本的信頼関係の構築と、親子の困りごと

に対して寄り添う姿勢、そして、多くの親子

と真摯に向き合う経験を積み重ね、先輩の

背中をみながら、保健指導で活用できるた

くさんの“引き出し”を持つことが、乳幼児

健診を受診する親子の満足感につながるの

ではないかと考えられる。今回の調査から

一部ではあるがそのヒントを得ることがで

きたのではないかと考えられる。 
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表
9 

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
保
健
指
導
技
術
 
～
熟
練
保
健
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
探
る
“
コ
ツ
”
～

 

問
診
の
前

に
お
さ
え
る
コ
ツ

 

問
診

票
か

ら
対

象
者

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

糸
口

を
さ
ぐ
る

 

 

「問
診

票
か

ら
ぴ

ぴ
ぴ

っ
と

引
っ

張
ら

な
い

と
い

け
な

い
か

な
と

思
う
ん

で
す

よ
。

兄
弟

関
係

、
何

人
い

る
と

か
、

上
の

子
は

何
歳

で
下

の
子

は
何

歳
で

っ
て

、
こ

の
子

は
、

対
象

の
子

は
ど

の
順

位
か

…
そ

こ
か

ら
話

題
に

な
っ

て
き

て
っ

て
い

う
の

で
、

話
が

で
き

ま
す

よ
ね

。
な

の
で

、
や

っ
ぱ

り
基

本
情

報
を

健
診

の
前

に
さ
っ

と
見

る
。

そ
の

お
母

さ
ん

に
メ
ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

糸
口

に
す

る
。

」 

待
合
い
の

と
こ
ろ
で
、
ま
ず
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

 

 

「名
前

呼
ぶ

前
に

ま
ず

、
ど

ん
な

ふ
う
に

過
ご

し
て

る
か

、
母

子
関

係
、

名
前

を
呼

ん
で

、
名

前
を

呼
ん

だ
の

に
反

応
す

る
か

、
名

前
を

呼
ん

だ
と

き
に

こ
っ

ち
を

振
り
返

る
か

…
指

示
に

応
じ
て

立
ち

上
が

っ
て

つ
い

て
こ

れ
る

か
、

歩
き

方
ど

う
か

み
た

い
な

形
で

、
発

達
の

評
価

の
部

分
だ

っ
た

ら
大

概
そ

こ
で

わ
か

る
」 

持
っ
て
い

る
荷
物
か
ら
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

 
「お

む
つ

と
か

、
最

低
限

持
っ

て
お

か
な

い
と

い
け

な
い

も
の

が
あ

る
じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

で
も
、

そ
れ

を
持

た
ず

に
来

て
た

ら
、

気
に

な
り
ま

す
よ

ね
。

荷
物

の
量

も
、

持
ち

過
ぎ

の
お

母
さ
ん

が
い

た
ら

、
不

安
な

ん
だ

ろ
う
な

っ
て

思
う
…

」 

健
診
時
の

信
頼
関
係
構
築
の
コ
ツ

 

「
来
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

 

 

「健
診

は
評

価
さ
れ

る
場

所
だ

と
思

っ
て

お
母

さ
ん

来
る

お
母

さ
ん

も
お

ら
れ

る
の

で
、

私
た

ち
、

評
価

者
じ
ゃ

な
い

よ
と

い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ

伝
え

な
い

と
い

け
な

い
…

決
ま

り
き

っ
て

る
か

も
し
れ

な
い

ん
で

す
け

ど
、

『ほ
ん

と
う
に

よ
くお

出
で

い
た

だ
い

た
』『

暑
い

の
に

ね
、

大
変

で
し
た

ね
』と

い
う
よ

う
な

、
『よ

くお
出

で
くだ

さ
い

ま
し
た

』と
い

う
ウ

エ
ル

カ
ム

メ
ッ
セ

ー
ジ

が
大

事
。

あ
と

は
、

そ
れ

こ
そ

ね
、

笑
顔

な
ん

で
し
ょ
う
け

ど
ね

。
や

っ
ぱ

り
そ

の
辺

が
自

然
と

出
る

よ
う
に

。
」「

来
て

くれ
て

当
然

じ
ゃ

な
い

、
み

ん
な

時
間

を
つ

くっ
て

来
て

くれ
て

る
の

で
、

来
て

よ
か

っ
た

と
思

え
る

健
診

に
な

る
よ

う
な

態
度

を
示

す
」 

ま
ず
は
挨

拶
か
ら
・
必
ず
自
己
紹
介
し
て
か
ら
始
め
る

「や
っ

ぱ
り
フ

ァ
ー

ス
トコ

ン
タ

ク
トと

い
う
か

、
第

一
声

目
の

と
き

に
、

『こ
ん

に
ち

は
』」

「『
お

待
た

せ
し
ま

し
た

』と
い

う
言

葉
が

け
を

入
れ

る
」 

「子
ど

も
の

目
線

に
立

っ
て

挨
拶

を
す

る
」 

「『
私

は
保

健
師

の
何

々
で

す
』と

い
っ

て
か

ら
、

『お
名

前
教

え
て

くだ
さ
い

』と
き

く」
 

基
本
的
な

こ
と
に
気
を
付
け
る

 
「名

前
と

性
別

を
間

違
え

な
い

」「
上

か
ら

目
線

に
な

ら
な

い
」

「き
ち

ん
と

や
わ

ら
か

い
笑

顔
が

つ
くれ

る
」 

「『
保

健
師

さ
ん

、
感

じ
い

い
か

も
』と

思
っ

て
も
ら

え
る

よ
う
に

」 

と
も
に
成

長
を
喜
び
合
う
・
子
ど
も
を
褒
め
る

 
「『

大
き

くな
っ

た
ね

』と
か

、
『か

わ
い

くな
っ

た
ね

』と
い

っ
た

と
こ

ろ
か

ら
共

有
す

る
」 

こ
こ
か
ら

情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
な
い
と
伝
え
る

 
「健

診
の

場
か

ら
は

漏
れ

な
い

っ
て

こ
と

を
伝

え
て

あ
る

の
で

、
「お

母
さ
ん

、
誰

に
も
言

え
な

い
よ

う
な

悩
み

と
か

、
あ

る
よ

ね
」と

か
、

「こ
こ

か
ら

だ
っ

た
ら

漏
れ

る
こ

と
は

な
い

か
ら

、
友

達
と

か
に

話
し
に

くい
こ

と
と

か
も
話

し
て

い
い

ん
だ

よ
」と

い
う
こ

と
が

伝
わ

る
よ

う
に

す
る

」 

き
ち
ん
と

同
意
を
得
る

 
「お

母
さ
ん

に
、

『２
歳

に
な

っ
て

ど
ん

な
こ

と
で

き
る

よ
う
に

な
っ

た
か

、
直

接
子

ど
も
さ
ん

と
や

り
と

り
さ
せ

て
も
ら

い
ま

す
ね

』
っ

て
い

う
よ

う
な

形
で

同
意

を
得

る
。

『～
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
ね

』み
た

い
な

感
じ
で

や
り
と

り
す

る
よ

う
に

は
マ

ナ
ー

と
し
て

大
事

か
な

と
思

い
ま

す
」 

1
つ
で
も
“
お
土
産
”
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う

 
「何

か
１
個

は
お

土
産

持
っ

て
帰

っ
て

も
ら

お
う
か

な
っ

て
い

う
の

は
思

う
の

で
、

き
ょ
う
の

お
土

産
を

ど
う
し
よ

う
か

な
と

考
え

る
」 
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問
診
の
コ

ツ
 

長
く
な
り

す
ぎ
な
い
（
た
だ
し
必
要
時
に
は
時
間
を
か

け
る
）

 
「問

診
、

基
本

的
に

１
０
分

以
内

、
ち

ょ
っ

と
そ

の
辺

は
セ

ー
ブ

し
な

が
ら

や
っ

て
ま

す
」 

最
初
に
健

診
の
意
義
を
伝
え
る

 
「健

診
が

何
を

す
る

場
か

っ
て

い
う
と

こ
ろ

を
伝

え
る

」 

“
テ
ン
ポ

感
”
も
大
事

 
「子

ど
も
が

と
に

か
く飽

き
な

い
よ

う
に

テ
ン

ポ
よ

く」
 

複
数
の
視

点
か
ら
多
角
的
に
親
子
を
み
る
工
夫

 
「問

診
と

相
談

は
必

ず
別

の
保

健
師

が
入

る
よ

う
に

し
て

る
の

で
２
つ

の
目

で
見

る
。

問
診

で
気

に
な

っ
た

部
分

が
あ

っ
た

ら
、

シ
ー

トに
書

き
込

む
な

ど
し
て

相
談

の
保

健
師

に
伝

え
る

」 

健
診
時
の

緊
張
を
ほ
ぐ
す
コ
ツ
（
“
か
た
い

”
“
緊
張
し
て
い
る
”
対
象
者
に
対
応
す
る
際
の
コ
ツ
）

 

何
か
を
一

緒
に
し
て
場
を
共
有
し
、
そ
の
空
間
を
和
ま

せ
る

 

「
１
歳

６
カ

月
だ

っ
た

ら
ベ

ビ
ー

チ
ェ

ア
に

乗
っ

て
頂

くの
で

、
そ

こ
で

ね
、

や
っ

ぱ
り
ぎ

こ
ち

な
くし

て
る

お
母

さ
ん

だ
っ

た
ら

『一
緒

に
や

り
ま

す
よ

』っ
て

や
ら

し
て

も
ら

っ
た

り
と

か
、

や
っ

ぱ
り
そ

う
い

う
場

を
共

有
し
て

い
っ

た
り
と

か
、

『お
母

さ
ん

、
大

丈
夫

？
』と

か
、

『荷
物

、
こ

こ
置

い
て

くだ
さ
い

ね
』と

か
、

何
か

そ
う
い

う
、

ち
ょ
っ

と
お

母
さ
ん

を
案

内
す

る
よ

う
な

と
こ

ろ
で

和
ま

れ
る

と
オ

ー
ケ

ー
で

す
し
」 

「４
か

月
だ

っ
た

ら
マ

ザ
ー

ズ
バ

ッ
グ

持
っ

て
る

ん
で

す
よ

ね
。

片
側

に
さ
げ

て
、

赤
ち

ゃ
ん

だ
っ

こ
し
て

て
、

で
も
、

結
構

な
荷

物
、

持
っ

て
た

り
す

る
の

で
、

そ
の

か
ば

ん
を

さ
っ

と
ね

、
…

お
母

さ
ん

は
赤

ち
ゃ

ん
を

ど
う
に

か
し
な

い
と

い
け

な
い

っ
て

、
も
ぞ

も
ぞ

さ
れ

る
の

で
、

『こ
こ

に
置

い
て

ね
』と

か
、

『ち
ょ
っ

と
預

か
る

ね
』、

だ
っ

こ
ひ

も
と

か
し
て

た
ら

『ち
ょ
っ

と
外

す
ね

』と
か

、
そ

ん
な

形
で

、
わ

り
と

お
母

さ
ん

は
４
か

月
の

時
は

自
分

自
体

の
身

の
こ

な
し
が

で
き

て
な

い
時

期
な

の
で

、
ま

ず
そ

こ
で

何
か

で
き

る
と

思
い

ま
す

」 

遠
回
し
か

ら
ス
タ
ー
ト

 
「難

し
い

な
と

思
っ

た
ら

、
も
う
ほ

ん
と

う
に

そ
の

話
題

に
は

ち
ょ
っ

と
触

れ
ず

に
、

遠
回

し
か

ら
ス

タ
ー

トっ
て

い
う
と

こ
ろ

も
あ

る
。

見
き

わ
め

る
の

は
や

っ
ぱ

り
、

初
対

面
の

と
き

の
や

っ
ぱ

り
お

顔
の

か
た

さ
と

か
、

お
母

さ
ん

の
態

度
と

か
」 

引
く
こ
と

も
大
事

 
「働

き
か

け
を

し
て

い
っ

て
も
や

っ
ぱ

り
か

た
い

っ
て

こ
と

に
な

る
と

、
か

な
り
お

母
さ
ん

の
中

で
の

し
ん

ど
い

状
況

が
あ

る
ん

だ
な

と
思

っ
た

ら
そ

う
い

う
と

き
は

ち
ょ
っ

と
引

い
て

で
す

ね
」 

健
診
時
に

助
言
す
る
際
の
コ
ツ

 

認
め
て
、

共
感
し
て
、
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら

 
「で

き
て

る
と

こ
を

認
め

て
、

大
変

な
と

こ
ろ

に
共

感
し
つ

つ
、

こ
こ

、
も

う
一

踏
ん

張
り
み

た
い

な
と

こ
ろ

は
、

『じ
ゃ

、
こ

こ
だ

け
や

ろ
っ

か
』み

た
い

な
感

じ
で

伝
え

る
」 

他
に
で
き

そ
う
な
方
法
を
一
緒
に
考
え
る

 
「大

体
の

お
母

さ
ん

は
い

け
な

い
っ

て
こ

と
も

わ
か

っ
て

る
か

ら
、

『じ
ゃ

、
別

の
方

法
、

何
か

あ
る

？
』み

た
い

な
感

じ
で

…
」 

頑
張
っ
て

い
る
こ
と
を
み
つ
け
て
認
め
る
、
保
護
者
が

意
図
し
て

や
っ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し
て
伝
え
る

 

「お
母

さ
ん

の
健

全
性

と
か

、
お

母
さ
ん

の
今

ま
で

経
て

き
た

と
こ

ろ
の

、
頑

張
っ

て
お

ら
れ

る
と

こ
ろ

と
か

、
い

い
と

こ
っ

て
絶

対
あ

る
と

思
う
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

や
っ

ぱ
り
そ

こ
を

あ
ら

ゆ
る

デ
ー

タ
か

ら
探

し
て

い
くっ

て
い

う
の

が
、

保
健

師
の

面
接

の
前

に
や

っ
て

お
くっ

て
い

う
の

は
大

切
」 

「母
さ
ん

の
上

手
な

か
か

わ
り
、

子
ど

も
の

タ
イ
プ

に
合

わ
せ

た
上

手
な

か
か

わ
り
っ

て
い

う
の

を
、

そ
こ

、
す

ご
い

よ
ね

っ
て

…
」 
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困
り
ご
と

の
糸
口
を
み
つ
け
る
コ
ツ

 

健
診

場
面

で
の

で
き

ご
と

を
日

常
生

活
の

困
り

ご
と

に
結
び
づ

け
る

 

「３
歳

児
に

な
っ

て
くる

と
、

自
分

で
座

ろ
う
と

す
る

子
が

い
た

り
…

ほ
ん

と
う
は

健
診

早
く流

し
た

い
で

す
け

ど
、

ち
ょ
っ

と
や

っ
て

る
姿

を
見

守
り
な

が
ら

…
『嫌

が
る

の
よ

ね
、

こ
れ

』と
か

っ
て

言
い

な
が

ら
す

る
と

、
日

々
の

生
活

と
結

び
つ

い
て

い
っ

た
り
す

る
の

で
、

そ
こ

で
も
嫌

が
っ

て
ね

、
ベ

ル
トし

て
て

も
も
う
外

れ
て

出
て

い
く子

ど
も
さ

ん
と

か
が

い
た

ら
、

も
う
ま

さ
し
く

ち
ょ
っ

と
『大

変
や

ね
、

お
母

さ
ん

』っ
て

い
う
感

じ
の

話
に

な
る

。
健

診
の

そ
の

場
面

場
面

で
日

常
生

活
に

置
き

か
え

た
困

り
事

だ
っ

た
り
と

か
、

日
々

や
っ

て
お

ら
れ

る
育

児
の

部
分

と
結

び
つ

け
て

い
くと

、
き

っ
か

け
は

見
つ

か
る

」 

身
体
面
の

困
り
ご
と
は
共
有
し
や
す
い
。
ま
ず
は
そ
こ

か
ら
。

 

「体
の

部
分

は
一

番
共

有
し
や

す
い

と
思

う
の

で
、

『今
、

何
か

定
期

的
に

病
院

に
行

っ
て

る
こ

と
あ

り
ま

す
か

』と
か

っ
て

い
う
問

診
項

目
の

と
こ

ろ
で

、
ぜ

ん
そ

くと
か

ア
トピ

ー
と

か
、

確
認

し
た

中
で

、
今

日
の

診
察

で
よ

く診
て

も
ら

い
た

い
と

こ
ろ

を
聞

く」
 

子
ど
も
の

立
場
か
ら
困
り
ご
と
を
共
有
す
る

 
「子

ど
も

の
立

場
で

何
が

困
っ

て
る

の
か

、
ど

う
い

う
環

境
が

改
善

し
た

ら
子

ど
も
が

楽
に

生
活

で
き

る
の

か
っ

て
い

う
の

を
お

母
さ
ん

と
共

有
し
て

い
く」

 

困
り
ご
と

の
背
景
の
把
握
に
努
め
る

 
「お

母
さ
ん

の
生

活
史

と
か

既
往

歴
と

か
家

族
関

係
と

か
、

経
済

的
な

理
由

と
か

で
な

か
な

か
サ

ー
ビ

ス
使

え
な

い
と

か
、

夫
婦

関
係

の
悩

み
と

か
、

同
居

の
ス

トレ
ス

み
た

い
な

の
が

結
構

多
い

。
自

分
の

立
ち

位
置

み
た

い
な

と
こ

ろ
で

悩
ん

で
る

お
母

さ
ん

も
い

る
し
、

ス
テ

ッ
プ

フ
ァ

ミ
リ
ー

も
も
ち

ろ
ん

多
い

。
」 

話
を
ひ
ろ

げ
る
コ
ツ

 

子
ど
も
の

で
き
て
い
る
と
こ
ろ
を
共
有
す
る

 

子
ど
も
の

好
き
な
こ
と
か
ら
話
題
を
広
げ
る

 

「子
ど

も
の

好
き

な
こ

と
を

言
葉

に
し
て

伝
え

、
そ

こ
か

ら
困

り
感

を
表

出
さ
せ

る
。

結
構

も
う
ほ

ん
と

う
に

好
き

な
こ

と
か

ら
話

題
が

ど
ん

ど
ん

広
が

る
」 

「子
ど

も
は

何
が

好
き

か
、

好
き

な
遊

び
、

好
き

な
食

べ
物

み
た

い
な

と
こ

ろ
か

ら
や

っ
ぱ

り
話

題
が

広
が

っ
た

り
と

か
、

そ
こ

が
発

達
特

性
の

把
握

に
つ

な
が

る
こ

と
が

多
い

の
で

、
結

構
好

き
な

食
べ

物
に

な
る

と
、

そ
こ

か
ら

、
実

は
白

い
も
の

し
か

食
べ

ま
せ

ん
と

か
、

電
車

、
車

、
す

ご
い

好
き

過
ぎ

た
り
と

か
、

数
字

が
好

き
と

か
、

３
歳

児
健

診
で

も
端

か
ら

数
字

だ
け

読
ん

で
る

お
子

さ
ん

と
か

も
い

る
の

で
。

子
ど

も
の

世
界

か
ら

話
題

を
広

げ
て

い
くっ

て
い

う
の

が
や

っ
ぱ

り
一

番
保

護
者

と
課

題
を

共
有

し
や

す
か

っ
た

り
、

子
ど

も
の

タ
イ
プ

を
共

有
し
や

す
い

か
な

と
思

い
ま

す
」 

話
を
ひ
ろ

げ
る
コ
ツ

 

躊
躇
し
な

い
、
さ
ら
っ
と
き
く

 
「健

診
の

中
で

も
わ

り
と

話
し
て

くれ
ま

す
ね

。
パ

パ
が

ア
ル

バ
イ
トと

か
書

い
て

あ
る

の
で

、
『ア

ル
バ

イ
トじ

ゃ
大

変
だ

よ
ね

』っ
て

。
『何

人
家

族
で

、
家

賃
ど

の
くら

い
な

の
？

』み
た

い
な

感
じ
で

具
体

的
に

ど
ん

ど
ん

聞
い

ち
ゃ

う
。

躊
躇

し
て

る
と

違
和

感
が

あ
る

の
で

、
さ
ら

っ
と

聞
く。

『あ
、

そ
れ

じ
ゃ

大
変

だ
よ

ね
』っ

て
、

そ
う
す

る
と

、
支

援
者

に
つ

い
て

も
『実

家
か

ら
仕

送
り
と

か
し
て

も
ら

っ
て

る
の

か
な

？
』み

た
い

な
感

じ
で

。
」 

潜
在
的
健

康
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
コ
ツ

 

親
子
の
様

子
か
ら
潜
在
的
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

 
「例

え
ば

、
冬

場
で

も
は

だ
し
、

母
子

健
康

手
帳

が
た

ば
こ

臭
い

と
か

汚
い

、
健

診
の

場
で

ど
な

る
、

た
た

く、
放

置
、

ス
マ

ホ
を

い
じ
っ

て
て

子
ど

も
を

見
て

な
い

、
健

診
の

受
け

付
け

時
間

ぎ
り
ぎ

り
に

来
て

、
早

くし
ろ

っ
て

言
う
、

保
育

園
の

話
題

を
聞

い
て

も
全

く把
握

し
て

な
い

、
初

対
面

の
保

健
師

の
お

膝
に

入
っ

て
くる

子
ど

も
、

年
齢

不
相

応
な

言
葉

か
け

を
し
て

る
お

母
さ
ん

、
子

が
母

さ
ん

の
顔

色
う
か

が
っ

て
る

、
な

ど
」 

自
ら

発
信

す
る

こ
と

が
苦

手
な

保
護

者
の

し
ん

ど
さ

「フ
ェ

イ
ス

ス
ケ

ー
ル

で
（１

は
【に

っ
こ

に
っ

こ
】、

２
が

【ま
あ

ま
あ

】、
４
番

【悲
し
い

】、
５
【涙

】）
、

４
、

５
は

も
ち

ろ
ん

で
す

が
、

結
構

１
番

も
要

注
意

で
み

て
い

る
。

大
変

な
こ

と
が

な
い

子
育

て
な

ん
て

な
い

の
に

、
意

外
と

困
り
感

を
外

に
発

信
し
に

くい
お

母
さ

ん
は

１
番

に
つ

け
て

くる
ん

で
す

。
大

体
の

お
母

さ
ん

は
２
番

な
ん

で
す

よ
ね

。
な

の
で

、
こ

こ
は

丁
寧

に
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を
キ
ャ
ッ

チ
す
る

 
聞

い
て

潜
在

的
な

課
題

を
把

握
す

る
。

」 

継
続
的
支

援
、「

つ
な
が
る
関
係
性
づ
く
り
」
の
コ
ツ

 

子
ど
も
の

遊
ば
せ
る
場
所
な
ど
、
保
護
者
の
関
心
が
高

そ
う
な
話

題
か
ら
入
る

 

「お
母

さ
ん

に
、

『お
母

さ
ん

っ
て

行
く場

所
と

か
、

近
所

と
か

で
、

何
か

そ
う
い

う
、

子
ど

も
さ

ん
っ

て
、

遊
ば

せ
る

場
所

と
か

、
ど

こ
あ

る
？

』っ
て

い
う
の

は
結

構
聞

い
て

ま
す

ね
。

そ
し
た

ら
、

『こ
こ

、
こ

こ
』と

か
、

『な
い

』と
か

、
あ

と
、

何
か

か
ん

か
言

っ
て

くれ
は

る
の

で
、

そ
こ

を
糸

口
に

し
て

、
『こ

ん
な

と
こ

あ
る

け
ど

、
知

っ
て

る
？

』と
か

。
あ

と
は

、
一

緒
に

行
くこ

と
も

ね
、

場
合

に
よ

っ
て

は
し
な

い
と

い
け

な
い

の
で

、
た

だ
、

健
診

で
は

自
分

が
そ

の
地

区
担

か
ど

う
か

わ
か

ら
な

い
の

で
、

そ
の

場
合

に
は

、
『ち

ょ
っ

と
地

区
担

に
言

っ
と

くね
』と

か
、

そ
う
い

う
感

じ
と

か
で

つ
な

げ
て

い
く」

 

拒
否

傾
向

で
も

こ
ち

ら
は

こ
れ

か
ら

も
支

援
し

た
い

こ
と
を
発

信
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

 

「し
つ

こ
い

っ
て

言
わ

れ
る

か
も
し
れ

な
い

し
、

そ
れ

が
逆

に
追

い
詰

め
て

る
っ

て
い

う
こ

と
も
あ

る
か

も
し
れ

な
い

の
で

、
そ

こ
は

ち
ょ
っ

と
見

き
わ

め
る

ん
で

す
け

ど
も
、

相
手

の
方

に
も
タ

イ
ミ
ン

グ
が

あ
っ

て
、

結
構

や
っ

ぱ
り
拒

否
の

方
っ

て
波

が
あ

る
の

で
、

す
ご

くも
う
拒

否
的

な
と

き
と

、
何

か
ふ

っ
と

入
る

と
き

が
あ

っ
た

り
と

か
、

ほ
ん

と
う
に

困
っ

た
と

き
に

、
ど

う
し
よ

う
も
な

く
っ

て
い

う
と

き
の

タ
イ
ミ
ン

グ
だ

っ
た

り
す

る
の

で
、

や
っ

ぱ
り
諦

め
ず

に
っ

て
い

う
こ

と
な

ん
で

す
か

ね
。

何
か

タ
イ
ミ
ン

グ
が

合
う
と

き
が

あ
る

の
で

、
や

っ
ぱ

り
発

信
を

細
々

と
で

も
し
て

お
くっ

て
い

う
こ

と
が

で
き

た
ら

い
い

な
と

思
っ

て
ま

す
。

」 

具
体
的
に

伝
え
る

 
「や

っ
ぱ

り
や

っ
て

も
ら

う
こ

と
も
具

体
的

に
伝

え
る

っ
て

い
う
こ

と
で

す
よ

ね
。

例
え

ば
、

指
さ
し
で

き
て

な
か

っ
た

ら
、

『お
散

歩
、

ど
こ

行
くの

？
』と

い
っ

た
こ

と
か

ら
入

り
、

『じ
ゃ

、
お

散
歩

の
と

き
に

』っ
て

言
っ

て
、

お
花

と
か

見
る

と
か

、
犬

好
き

と
か

で
あ

れ
ば

、
『あ

、
な

そ
れ

ら
、

そ
の

と
き

に
、

お
母

さ
ん

ね
』っ

て
言

っ
て

、
『あ

、
わ

ん
わ

ん
ね

』っ
て

言
っ

て
、

『お
母

さ
ん

、
こ

こ
で

こ
う
や

っ
て

ね
』っ

て
、

『そ
う
し
た

ら
、

子
ど

も
さ
ん

、
こ

こ
の

指
先

の
先

の
わ

ん
ち

ゃ
ん

見
る

か
ら

ね
』と

い
う
感

じ
で

言
っ

て
、

『そ
う
い

う
こ

と
を

し
て

る
と

、
そ

の
中

か
ら

犬
っ

て
い

う
の

が
入

っ
て

き
ま

す
よ

』っ
て

言
っ

て
、

『そ
れ

で
自

分
が

犬
を

見
た

と
き

に
、

わ
ん

わ
ん

っ
て

言
っ

て
くれ

る
』っ

て
い

う
よ

う
な

、
お

母
さ
ん

の
そ

う
い

う
働

き
か

け
が

こ
う
い

う
ふ

う
に

返
っ

て
くる

っ
て

い
う
の

を
具

体
的

に
伝

え
ま

す
」 

見
通
し
を

つ
け
る

 
「例

え
ば

発
達

検
査

で
、

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
、

今
の

と
こ

ろ
で

は
こ

の
レ
ベ

ル
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
、

こ
こ

か
ら

半
年

で
、

お
母

さ
ん

が
こ

う
い

う
ふ

う
に

す
る

こ
と

で
こ

う
い

う
ふ

う
に

伸
び

て
い

くと
思

う
の

で
、

こ
こ

の
と

こ
ろ

を
こ

う
い

う
ふ

う
に

し
て

くだ
さ

い
っ

て
い

う
よ

う
に

…
」 

継
続
的
支

援
、「

つ
な
が
る
関
係
性
づ
く
り
」
の
コ
ツ

 

保
護

者
が

受
け

入
れ

や
す

い
職

種
か

ら
ま

ず
は

ア
プ

ロ
ー
チ
す

る
 

「お
母

さ
ん

と
早

い
う
ち

に
子

ど
も

の
タ

イ
プ

を
共

有
し
て

お
き

た
い

っ
て

い
う
よ

う
な

お
子

さ
ん

が
い

た
場

合
、

言
語

聴
覚

士
さ
ん

の
相

談
な

ら
、

発
音

と
か

言
葉

を
増

や
す

と
か

、
そ

う
い

う
視

点
だ

っ
た

ら
来

て
くれ

る
と

い
う
お

母
さ

ん
も

い
る

の
で

、
１
回

そ
っ

ち
に

来
て

も
ら

っ
て

、
言

語
聴

覚
士

の
先

生
と

一
緒

に
共

有
し
な

が
ら

、
じ
ゃ

、
こ

の
部

分
は

心
理

の
先

生
に

も
う
１
回

確
認

し
よ

う
み

た
い

な
感

じ
で

心
理

相
談

に
も
っ

て
くっ

て
い

う
や

り
方

を
す

る
こ

と
も
あ

る
」 

他
機
関
連

携
の
際
の
コ
ツ

 

連
携

す
る

目
的

や
そ

の
際

の
保

健
師

の
役

割
を

明
確

に
し
て
同

意
を
得
る

 

「『
私

、
心

配
な

の
で

…
』み

た
い

な
感

じ
で

、
『だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
念

の
た

め
に

、
園

に
入

っ
た

様
子

、
聞

い
て

も
い

い
で

す
か

？
』と

い
っ

た
感

じ
で

了
解

を
得

る
」「

園
生

活
で

も
、

じ
ゃ

、
家

と
同

じ
よ

う
に

困
っ

て
る

か
も
し
れ

な
い

っ
て

、
子

ど
も

が
困

ら
な

い
環

境
を

つ
くる

よ
う
に

園
と

橋
渡

し
す

る
っ

て
い

う
の

が
保

健
師

の
で

き
る

こ
と

な
ん

で
す

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
伝

え
た

中
で

、
園

と
連

携
と

る
こ

と
の

同
意

を
得

る
。

」 
「子

ど
も
の

生
活

し
や

す
い

環
境

を
つ

くっ
て

い
くた

め
に

、
保

育
園

と
か

、
専

門
機

関
も
あ

わ
せ

て
、

支
援

者
と

母
子

を
つ

な
ぐ
こ

と
が

で
き

る
の

が
私

た
ち

保
健

師
の

役
割

だ
か

ら
、

お
母

さ
ん

、
困

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

ら
力

に
な

り
た

い
か

ら
言

っ
て

くだ
さ
い

ね
っ

て
い

う
よ

う
な

立
場

を
伝

え
る

」 
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Ⅲ．研修プログラム案の作成と試行 

1. 背景および目的 

乳幼児健診の標準化に向けては、常勤の

みならず、非常勤従事者のニーズもふまえ

ることが必要と考えられる。そこで、現場の

協力を仰いで必要とされている研修につい

ての意見を収集するとともに、前述の調査

結果もふまえて、非常勤従事者も含めた研

修プログラム（基本編）の案作成と試行を目

的とした。 

 

2. 研修プログラム案への調査結果の活用 

 調査１の結果にもあったが、協力を仰い

だ現場の意見からも「健やか親子２１（第２

次）」についての学習機会や乳幼児健診の位

置づけを考える機会が少ない現状があり、

その内容も含めて、乳幼児健診の基本と意

義について改めて振り返ることとした。ま

た、調査 1 の結果において非常勤保健師が

困難に感じている割合が高かった項目の中

でも今回の基本編のプログラムとしては、

「問診での潜在的な健康課題やニーズの把

握」「対象者との信頼関係づくり」「拒否的傾

向にある対象者への対応」に焦点を当てる

こととした。 

 調査 2 の熟練保健師のインタビュー調査

の結果から「保健指導のコツ」として様々な

熟練保健師が駆使している技術を紹介する

とともに、ロールプレイ演習の際に活用し

た。 

 

3. 研修プログラム試行への協力自治体に

ついて 

 今回の試行に協力頂いた自治体は、大阪

府高槻市である。高槻市は京都と大阪の中

間に位置する人口約 35 万人の中核市で、高

齢化率は 27.6％（平成 27 年 12 月 31 日）、

年間出生数 2,663 人（平成 28 年）、出生率

は人口千対 7.6（平成 28 年）である。 

複雑多様化する対象者の背景や健康課題

に対応し、対象者が「来てよかった」と思え

る健診を目指して、「寄り添う支援」をキー

ワードとした研修を平成 29 年度に実施し

た。本研修は高槻市子ども未来部子ども保

健課と当事業における保健指導編担当者と

のタイアップにより「健診従事者スキルア

ップ研修」として実施した。（「実践ガイド」

にも自治体の許可を得て概要を記載） 

 

4. 研修の対象 

 新任期や非常勤保健師等を主な対象と想

定してプログラムを作成した。ただし試行

の際には、新任期や非常勤保健師に限定せ

ずに参加者を募った。 

 

5. 研修の構成とねらい 

 研修は 2 回シリーズとした。いずれも多

くの職員が参加しやすいよう 2 回ずつ開催

した。また所要時間は各回 2 時間とした。

各回の研修のねらいは次の通りである。 

【1 回目】 

①「健やか親子２１（第２次）」からみた健

診の位置づけを確認し、前向きに健診に

従事できるような動機づけができる 

②乳幼児健診における保健指導の基本と意

義を確認できる 

③寄り添う支援の重要性を確認できる 

【2 回目】 

①健康課題の明確化（潜在的、顕在的含む）

に関するスキルアップを目指す 

②信頼関係構築を大切にし、寄り添う支援

を目指した保健指導について体験的に学
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び、考察できる。 

 

6. 研修内容の概要 

 1 回目は「講義編」として座学形式で行っ

た。内容は次の通りである。 

 ①現代の親子が抱える課題 

②いま、改めて…乳幼児健診の役割を再

確認 

③「健やか親子 21（第 2 次）」からみた

乳幼児健診の重要性 

④子育て支援・虐待予防の観点からの乳

幼児健診の重要性 ～事例紹介～ 

⑤「健やか親子 21（第 2 次）」の重点課

題における乳幼児健診の役割 

⑥乳幼児健診における保健指導の基本 

 

 2 回目は「演習編」とし、主にロールプレ

イ演習を行った。内容は次の通りである。 

 ①前回の復習「乳幼児健診における保健

指導の基本」 

②スキルアップ演習～寄り添う支援につ

ながるスキルを磨く～ 

③振り返りと発表（共有） 

④講評・ポイント解説・まとめ 

 

7. 2 回目の演習について 

 場面設定は健診の最後の個別相談の場面

とし、4 か月児健診と 1 歳 6 か月児健診の

2 種類の架空事例を作成して実施した。ロ

ールプレイでは 3～4 人 1 組となり、2 パタ

ーンのロールプレイを実施した。1 パター

ンは、意図的に「寄り添っていない保健師」

の設定でまずは実施し、その振り返りを行

った上で、次に「寄り添った保健師」のパタ

ーンで実施した。「母親役」も体験すること

とした。問診票や場面の状況は可能な限り、

研修開催自治体の状況に合わせた。 

 日常的には寄り添った支援をしている保

健師にとって、「寄り添っていない保健師」

の設定は特に難しいと考えられたため、調

査 2 から得られた熟練保健師が行っている

保健指導の「逆」の保健指導を演技例として

提示した。 

 最後に、今回のロールプレイを振り返り、

「寄り添った保健師」をした際に活用した

技を抽出するグループワークを実施した。 

 2回目の研修の流れは次のとおりである。 
時間 内容 

5 分 開会挨拶、本研修の趣旨説明 

5 分 講師自己紹介 

15 分 前回の復習（保健指導の基本） 

10 分 演習方法の説明 

5 分 事例の確認 

10 分 
演習１：Ａパターン（4 か月児健
診） 
「寄り添っていない保健師」編 

15 分 
各グループでの振り返りとＢパタ
ーン実施の準備 

10 分 
演習２：Ｂパターン（1 歳 6 か月
児健診）「寄り添っている保健師」
編 

15 分 
振り返りと活用した技の抽出（グ
ループワーク） 

15 分 発表（学習成果の共有） 

15 分 講評・ポイント解説・まとめ 

 

8. 考察 

 参加者の感想として、1 回目の講義編で

は、「「健やか親子２１（第２次）」の理念な

どを改めて振り返ることで、広い視野をも

って健診について考えることができた」「健

診の基本を見直すことで、１つ１つの場面

で丁寧にみていく必要性を改めて確認でで

た」「生まれたときから支援はスタートして

いる」「多職種で関わる意義を再確認できた」

などの感想が聞かれた。母子保健のめざす

ところである「健やか親子２１（第２次）」

については、多忙な日常業務の中でなかな

か落ち着いて振り返る機会がないことが多
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いが、1 回目の講義編では改めて振り返る

機会となり、日々の健診事業での関わりが、

最終的には親子の健やかな生活につながる

こと、その意義などを考察できる機会とな

ったと思われる。また 1 回目は保健師以外

の職種も参加可能とした結果、多くの職種

の参加が得られた。職種は違っても目指す

方向は同じであることから、多職種による

目指す方向の確認と共有の一助となったと

考えられる。 

2 回目の演習編では、「ロールプレイとい

えども、母親の気持ちが実感できた」「寄り

添っていない保健師の設定は、保健師役も

母親役もつらく、寄り添った支援の重要性

をより体感できた」などの意見が出され、  

母親役の気持ちも改めて実感したり、寄り

添う支援について考えることができる機会

となったと考えられる。さらに、グループワ

ークで今回のロールプレイ演習で用いた保

健指導技術について議論することで、普段

用いている技術を可視化することができた。

それらを共有することで今後の支援能力向

上に向けて、各自がもつ保健指導技術の「引

き出し」を増やすことにもつながったので

はないかと考えられる。 

さらに、非常勤従事者も含めて同じ研修

を行うことで、全体の対応・水準の質が保た

れた標準的な保健指導体制構築にもつなが

ったことが考えられた。 
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